
滋
賀
県
の
少
年
非
行
情
勢 

非
行
少
年
・
不
良
行
為
少
年
の
検
挙
・
補
導
人
員

は
過
去
１０
年
間
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４

年
中
は
２
、
６
０
２
人
で
、
前
年
に
比
べ
２
７
２
人

増
加
し
ま
し
た
。 

今
年
５
月
末
で
は
、
刑
法
犯
で
検
挙
・
補
導
さ
れ

た
少
年
が
２
０
３
人
で
前
年
に
比
べ
て
７２
人
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
７
割
が
窃
盗
犯
次
い
で
粗
暴
犯

と
続
い
て
い
ま
す
。 

 

令
和
５
年
７
月
１
日
発
行 

(

公
社)

滋
賀
県
防
犯
協
会 

 

初
発
型
非
行
の
防
止 

非
行
の
入
口
と
言
わ
れ
る
初
発
型
非
行
は
、
令
和

４
年
中
の
刑
法
犯
少
年
総
数
の
４
割
以
上
を
占
め
て

お
り
、
中
で
も
乗
物
盗
が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

万
引
き
や
乗
物
盗
は
犯
罪
で
あ
り
、
絶
対
に
行
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
の
規
範
意
識
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
学
校
等
に
お
け
る

非
行
防
止
教
室
、
事
業
者
に
対
す
る
監
視
体
制
強
化

等
が
推
進
さ
れ
る
ほ
か
関
係
機
関
に
よ
る
広
報
啓
発

活
動
が
推
進
さ
れ
ま
す
。 

闇
バ
イ
ト
は

犯
罪
で
す 

「
闇
バ
イ
ト
」
と

は
、
高
額
な
報
酬
と

引
き
換
え
に
違
法

な
行
為
を
す
る
ア

ル
バ
イ
ト
の
こ
と

で
す
。 

 
 

全
国
的
に
も
応
募
し
た
少
年
が
強
盗
や
特
殊
詐
欺
な
ど
の

犯
罪
を
行
い
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
度
関
わ
る
と
個
人
情
報
を
ネ
タ
に
組
織
か
ら
逃
れ
ら
れ

ず
、
利
用
さ
れ
た
後
捨
て
駒
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
ま
す
。 

匿
名
性
の
高
い
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
要
求
さ
れ
る

場
合
は
闇
バ
イ
ト
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
怪
し
い
と

思
っ
た
ら
友
人
、
家
族
、
警
察
に
相
談
す
る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
ょ
う
。 

※
楽
し
て
大
金
を
稼
げ
る
バ
イ
ト
は
存
在
し
ま
せ
ん
。 

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」 

最
近
も
大
麻
所
持
に
よ
り
芸
能
人
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
薬
物
の
危
険
性
に
対
す
る
認
識
が
甘
く
特
に
青
少
年
に

よ
る
大
麻
の
乱
用
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

「
大
麻
っ
て
身
体
に
害
が
な
い
ん
で
し
ょ
」
は
間
違
い
で

す
。
大
麻
に
含
ま
れ
る
成
分
が
時
間
や
空
間
の
ゆ
が
み
、
集

中
力
の
低
下
、
情
緒
の
不
安
定
を

招
き
、
依
存
性
が
高
く
よ
り
毒
性

の
強
い
薬
物
摂
取
に
つ
な
が
る

例
が
多
い
の
で
す
。 

学
校
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防

止
教
育
の
充
実
や
広
報
啓
発
、
保

護
者
や
地
域
指
導
者
が
薬
物
へ

の
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
て 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
で
楽
し
い
け
れ
ど
危
険
も
い
っ
ぱ
い
で

す
。
「
画
面
の
向
う
側
の
人
は
、
写
真
の
人
は
、
本
当
に
そ

の
人
で
す
か
？
」
一
度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流
れ
た
写
真
や

動
画
は
デ
ジ
タ
ル
タ
ト
ゥ
ー
と
な
り
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
す
。 

滋
賀
県
で
も
ネ
ッ
ト
上
の
見
知
ら
ぬ
人
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
や
り

と
り
を
し
脅
さ
れ
た
り
だ
ま
さ
れ
た
り
し
て
児
童
ポ
ル
ノ
や

児
童
買
春
等
の
犯
罪
被
害
に
あ
う
子
ど
も
の
数
が
高
い
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。 

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
と
不
用
意
に
会
わ
な
い
。 

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
公
開
範
囲
を
適
切
に
設
定
す
る
。 

・
下
着
姿
や
裸
の
写
真
は
絶
対
に
撮
ら
な
い
、
送
ら
な
い
。 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
は
必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定

す
る
。 

に
よ
り
犯
罪
被
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
の
遮

断
、
携
帯
電
話
使
用
時
間
の
制
限

な
ど
が
で
き
る
機
能
で
保
護
者
に

よ
る
管
理
が
可
能
で
す
。
（
携
帯

電
話
か
ら
設
定
で
き
る
ほ
か
販
売

店
で
も
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
） 

ま
た
、
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み 

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ

め
が
刑
法
の
名
誉
毀
損
や
侮
辱
罪

を
構
成
し
、
重
大
な
人
権
侵
害
に

な
り
、
被
害
者
に
深
刻
な
傷
を
与

え
か
ね
な
い
行
為
で
あ
る
こ
と
を

理
解
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
活
動
の
参
考
に
な
る

よ
う
企
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

日
時 

７
月
２７
日
（
木
） 

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
４
時
こ
ろ 

場
所 

彦
根
市
大
東
町
４
番
２８
号 

彦
根
勤
労
福
祉
会
館
４
Ｆ
大
ホ
ー
ル 

 
 

※
参
加
人
員
は
約
１
０
０
名
を
予
定 

内
容
は
、
警
察
本
部
か
ら
の
「
最
近
の
犯
罪
情
勢
」
や 

科
学
警
察
研
究
所
犯
罪
予
防
研
究
室
室
長
か
ら
の
講
演 

「
地
域
の
力
で
犯
罪
を
防
ぐ
～
見
守
る
・
つ
な
が
る
・
伝

え
る
」、
大
津
市
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
発

表
と
な
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
区
の
防
犯
自

治
会
事
務
局
又
は
当
協
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の
開
催 


